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別紙様式 

意見交換会実施報告書 

 

令和２年３月６日 

 

登米市議会議長 及川 昌憲  様 

 

                    第２班 代表者 伊藤 栄 

 

１．意見交換会の概要 

開催日時 令和元年１０月１１日  午後７時００分 ～ 午後８時３０分 

開催場所 登米公民館（講座室） 

出席議員 

代表者：伊藤 栄 

司会者（ファシリテーター）：相澤 吉悦 

報告者：岩渕 正弘 

記録者（受付、写真）：工藤淳子、氏家英人、須藤幸喜 

参加市民数     ９人 

実

施

内

容 

議会報告 

 

・常任委員会によるテーマの報告 

 

 

意見交換 

 

・『地域公共交通』 

・『子ども子育て』 

・『登米市の産業』 
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２．市民の質問・意見等 

会
場
で
回
答
し
た
も
の 

質 問 
 

 

意 見 
 

 

要 望 
 

 

提 言 
 

 

（    ） 
 

 

会
場
で
回
答
し
て
い
な
い
も
の 

質 問 
 

 

 

意 見 

・議員さん方は、選挙で選ばれた方々なので、自信をもって議員活動

をして下さい。 

・市民バスに関しては、老人の足となっているが、今後とも続けるの

は無理。 

・事前に意見交換テーマが絞られていて、話し合いができたことは、

大変良かった。 

・登米市での偉人の発掘と紹介が足りない。 

・意見をいろいろな部門で、話を聞くことは大変参考になった。今後

も参加する。 

・魅力のある、住んでよかったと思うように。 

 

要 望 

・登米町は何を最重点として町を運営するのか。方針を発揮させて過

去から未来に、一貫性を持たせ政治を行ってほしい。 

・防災についてのハザードマップの確認を。 

 

提 言 
・市民バスに関しては、タクシー券利用が良いと思う。 

・意見交換会をもっとＰＲする必要がある。（参加者が少ない） 

（    ） 
 

 

その他 

特記事項 

【地域公共交通】 

良い点 

・比較的身近な道路を走っている。 

 ・知っている顔の運転手さんがいる。 

 ・空き時間を使っている。 

 ・バス料金が安い。（100円。） 

 ・高齢者や高校生が利用している。 

 

改善点 

・乗車人数に差がある。⇒空バスもある。 

 ・道路が凸凹である。 

 ・デマンドタクシーはコミュニティにまかせるな。 

 ・ルートの見直しが必要。⇒本数が足りない。 
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 ・利用者（高校生）の意見を。 

 ・タクシー券を渡せ。⇒住民バスはいらない。 

 ・高速バス時間帯の改善が必要。⇒不便である。⇒３時間おきだか

ら。⇒登米支所からの発着を増やす。⇒観光に来た人がいるのに

５時で店閉まる。 

 

将来はこうあってほしい どうやったらもっと良くなる 

・利用者が増えてほしい。⇒家族での学校への送迎が多い。⇒学校

での利活用を教える。⇒利用をしたことのない人は、知らないこ

とが多く利用できない。⇒スマホなどで、容易に情報が入手でき

れば良い。 

 ・コースは高校生中心。⇒米山～登米～上沼等のコースの見直しが

必要。 

・受診日のわかる方のマイクロバスの予約ができる仕組みがほし

い。 

・乗降時の踏み台が低い車がほしい。 

・広く意見を聞くこと。 

・住民バス、市民バス、デマンドタクシー。⇒区別がつかない。 

・地域外の交通網をつくる。⇒料金が高くとも良い。 

 

自分たちでできること みんなができること 

 ・デマンドタクシーのシステムを理解して、地域で作りたい。 

 ・利用する、乗る。 

 

【子ども子育て】 

良い点 

・ジュニアリーダーが頑張っている。 

 ・３歳児からの無料化。 

 ・待機児童がない事。 

 

改善点 

・自由に遊べる、子どもの遊び場がない。 

 ・親子の交流が少ない。 

 ・０歳児～２歳児の有料化。⇒子どもを産む人が少なくなる。 

 ・はっきりとした施策であれ。⇒とよまはどれで生きるのか。 

 

将来はこうあってほしい どうやったらもっと良くなる 

 ・待機児童をなくす。 

 ・住みやすい環境が必要。⇒地域みんなでの見守り。 

  ⇒各家庭で友達が集まりやすい環境が必要。⇒給与アップが必

要。 

 ・駄菓子屋があれば、子どもたちが集まる。 

 ・親子キャンプのできる施設がほしい⇒不登校の抑止となる。 
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自分たちでできること みんなができること 

・太陽の家を活用する。 

 ・男女の出会いの場をつくる。 

 ・見守り活動の徹底、声がけ。 

 ・学校、地域、子ども。⇒一体化が必要。 

  

【登米市の産業】 

良い点 

 ・米がうまい。（牛肉や野菜もおいしい） 

 ・登米郡（とめごおり）産業の歴史。 

 

改善点 

 ・民間美術館と公社の関係を改善。 

 ・工業団地のＰＲ看板が小さい。 

 ・小島、豊里線近隣で悪臭がする。⇒雨の日が強い。 

 ・とよま振興公社の運営を５時以降も営業することを望む。 

 ・東日本の運転手にもＰＲのために、観光をしてもらう。 

 ・登米市を廻る企画がほしい。 

 

将来はこうあってほしい どうやったらもっと良くなる 

 ・世界的人財を輝けるようにしてほしい。 

 ・登米の文化財を、もっとＰＲしてほしい。 

 ・温故知新。⇒歴史はよい。⇒なので新しいチャレンジを組み入れ

る。 

 ・こどもの日に仮面ライダーショーやイベントを多く企画したほう

がいい。 

 ・℮ －スポーツのイベントを。 

 ・仙台ブランドを廃止。 

 ・宮城が知られていない。⇒登米もとよまもだ。⇒明治村のＰＲ拡

大を。 

 ・登米市の石ノ森章太郎ふるさと記念館のＰＲ拡大。 

 ・ディスコがあればいい。 

 

自分たちでできること みんなができること 

 ・森林公園の環境整備。 

 ・市内産の食材を努めて消費する。 

 

 

 


